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取
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こ
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持
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波
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昨
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行
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眠
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点
�
と
し
て
の

可
能
性
�
と
し
て
議
会
で
行
U
た
提
案

を
紹
介
し
ま
し
た
�
関
西
圏
の
中
心
的

位
置
と
い
う
優
位
性
を
活
か
し
た
観
光

戦
略
を
考
え
る
べ
き
と
の
主
旨
で
す
� 

 

そ
の
後
8
感
想
や
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
�
た
い
へ
ん
あ
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に
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介
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ま
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あ
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開
発
を
伴
う
施
設
で
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水
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現
在
の
所
属 

 

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
�
委
員
長
� 

所
管
分
野
は
総
合
政
策
�
財
政
�
都
市
計
画
�

地
域
づ
く
り
�
教
育
な
ど
, 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
会
派
�
丹
新
会
�
�
代
表
� 

新年早々、嬉しいニュースが飛び込んでき

ました。道の駅「丹波おばあちゃんの里」が、

国土交通省による「重点道の駅」に選定され

たのです。 

前回ご報告した通り一昨年の九月議会で、

北近畿への交通を考えたとき、丹波市を「ゲ

ートウェイ」と位置付ける観光戦略が必要で

あると指摘しました。今回採択された企画案

では、主旨の第一に「ゲートウェイ機能の強

化」がうたわれています。私の提案も少しは

役立ったと嬉しく思っています。 

 今後、物産館の拡張や地産地消レストラン

の新設などが計画にあがっています。 

◆◇「おば里」が重点道の駅に◇◆ 

観光拠点だけでない「丹波おばあちゃんの里」の可能性 

 一方で丹波市の発展のためには、道の駅

の役割として、観光だけではないもうひと

つの視点を忘れてはなりません。 

 それは農業振興面です。物産館やレスト

ランは観光客へのサービスに加え、農産品

を加工し販売する六次化という点で、大き

な力になります。丹波市の農業を雇用型産

業とするため、今後は市として六次産業化

戦略の強化が 

望まれます。 

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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サイトではさらに詳細も。 

   

今後に期待が高

まる「おば里」 


